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新春座談会

たんぽぽライフ研究所

たんぽぽ
ライフ
50 歳からの介護と
シニアライフ研究

阿留多伎教授　（以下敬称省略）：
　明けましておめでとうございます。
本日は、2014 年の新しい年を迎え
まして岩沼の地域で活躍されてい
るデイサービスたんぽぽ、絆、たん
ぽぽ中央の各管理者の方々にお集ま
りいただきまして、昨年を振り返り、
新年への豊富や地域への想いをお話
しいただければと思っております。
よろしくお願いします。
　まずは、各所長の皆様から昨年を
振り返ってみて一言お願いします。

櫻井容子所長（以下櫻井）：
　デイサービスたんぽぽの櫻井です。
デイサービスたんぽぽは、岩沼市の
東部、矢野目地区で運営している通
常規模のデイサービスです。
昨年は地域の皆様からのご支援も
あり、順調に利用者さんが増えてき
ました。スタッフもその対応に大変
になっています。
　たんぽぽの利用者さんは元気な
方が多く、その分要望も多様で、そ
れらにお応えしていくのに今まで

のやり方では足
りない事も出て
きました。その
状況も踏まえ
て、1人１人ニー
ズに合ったケア
を提供していく
事が責務と考え
ています。
古山真理子所長（以下古山）：
　デイサービス絆の古山です。
絆は、平成25年 5月に小規模デイ
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～地域福祉とデイサービスの存在感～

デイサービスたんぽぽ、絆、たんぽぽ中央が目指す場所
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2014 年の幕が開け、新しい１年のスタートを迎えることができました。
今年は、ソチオリンピックやサッカーのワールドカップも開催され、社会は忙しくも賑やかな１年になりそうです。
そんな年の新春に、地域に根ざしたデイサービスを運営してきた、たんぽぽ・絆・たんぽぽ中央の各管理者に、今年に
かける想いを話す新春座談会を開催。各々の施設が目指すデイサービスへの想い、取り組みへの抱負を語っていただきました。
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　明けましておめでとうございます。
昨年中は、地域の方々を始め多くの
皆さまにご支援を賜りました事、心
から感謝申し上げます。ありがとう
ございました。今年も変わらぬご愛
顧の程、新年にあたりよろしくお願
い申し上げます。
　さて、早いもので震災から３年が
経ちました。地域は今、大きく変化し
ようとしています。私の生まれ育っ
た故郷は津波がすべてを持ち去り、
今は原っぱになっています。
　私は昭和 30 年の生まれです。
その頃の事を良く思い出します。
米作農家の田舎生まれですので、
都会の同世代の方々とはだいぶかけ
離れた想い出です。
　自給自足でしたので、米が生み出
すもの総てが生活の糧でした。特に
ワラは「むしろ」や縄になり、五右衛
門風呂の焚き付けになりました。
ワラ布団に寝た記憶もあります。

　母が暗く寒い納屋でむしろ織り
をしている姿が想いだされます。
　今は無い故郷の面影…心の中に
いつまでも残る原風景です。
　あの頃の老人介護は家族が多かっ
たけれども女達の務めでした。紙オ
ムツなどはなく古い浴衣着をおろし
た布オムツでした。納戸という家の
中でも暗い北部屋のワラ布団で寝て
いた方も多くいました。ワラ布団な
ら失禁で汚れた布団も安易に再生で
きたからです。脳卒中で倒れた方を
この辺では「あの人、たがったんだで
や」と言っていました。今思えば差別
用語のように聞こえます。
　平成 12 年に介護保険法が制定さ
れてから、介護は他人の手に委ねら
れる事が多くなりました。何かが満
たされ、何かが失われた気がします。
　現在、65歳以上の高齢者は 4人
に一人となりました。日本は 2010
年の統計で健康寿命が女性 73.62

才、男性 70.42 才で、これも世界で
トップクラスです（2012 年厚生労
働省発表）。65 歳から年金が受給さ
れることもあり、職を持たない方々
が多くいます。
　健康寿命から言えば女性は８年、
男性は身体的に５年間は働くこと
が可能です。また、自分の老後を思
案する時間を持つことが可能です。
　今年の「たんぽぽライフ研究所」
は地域の介護を考える一助になる
ために、昔から過ごした地域の仲間
達と「自分たちの未来を創る」一歩
を踏み出したいと考えています。
　誰しもが感じるであろう、将来の
自分の老いについて「想いを形」に
出来るような地域コミュニティ創
りを私たちは提案して参ります。
　皆さまのご指導、ご助言を賜われ
れば幸いです。
　今年もどうぞよろしくお願い申
し上げます。

～新春のご挨拶～

「自分たちの未来を創る」一歩を踏み出したい

　現在デイサー
ビスたんぽぽ、
絆、たんぽぽ中
央様で取り組ん

でいる福祉サービス第三者評価は、
事業所の質の向上を図るため客観的
視点で評価し、公表することが目的
です。介護事業所として利用者さん
を受け入れるための基本的なことを
クリアし、優良な環境提供ができて
いることを社会的に公平な立場の視
線で評価をいただきますから、提供
されるサービス品質として安心を提
供します。これは地域連携において
も信頼を得られることになります。
　この評価は、外部に対するメリッ
トだけでなく、事業所内にも大きな
メリットが生まれます。事業所自体

のサービス提供に改善点はないか？
改善に向けた取り組みがなされてい
るか？維持継続のための体制はどの
ようになっているのか？振り返りの
きっかけにもなると考えます。
　また現在、この取り組みと並行し
て、マニュアルの整備、人事評価制
度の導入、教育体制の確立、内外部
研修、事業所管理などワーキンググ
ループごとに実践しておりますが、
県内の福祉関係事業所でこれだけの
大規模な取り組みをされているとこ
ろは本当に少ないのが現状です。
　職員の方々も、日常業務の忙しい
中の活動で大変かと思いますが、「ス
キルアップするために自分の振り返
りの時間をいただいている」と考え、
ご理解とご協力をいただければと思

います。一人ひとりの成果は必ず見
ていてくれる人がいます。その力は
束となって事業所の評価に繋がり、
自分にも必ず返ってきます。
　皆が心一つにして取り組むこと
が、どの目線からも信頼を勝ち得る
大きな糧になります。まだまだ過程
の状態ですが、地域の皆様、関係者
の方々、そしてご利用者の方々のお
声も大切にしながら、進めていただ
きたいと思っております。
　「ここで働けて本当によかった」
「たんぽぽに来る日がいつも待ち遠
しい」「たんぽぽは他と違うね」と言
われる企業をめざし、単なる評価で
はなく、当たり前にできていること
を見ていただくという観点で取り組
んでまいりたいと思います。

“デイサービスたんぽぽ”の取り組みを支援して
一般社団法人日本医療接遇協会　迫中 都

　　　　たんぽぽライフ研究所　所長　櫻井 容子

▲阿留多伎教授
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サービスとしてスタートしました。
たんぽぽと同じ矢野目地区で運営
しています。当初から、大勢の中で
は利用が困難な方々に手厚い介護
を提供したいという思いでやって
きました。10名定員で始めたので
すが、おかげさまで利用していただ
ける方も増え、今は12名定員でやっ
ています。認知症の方が多く、「いっ
しょに、ゆっくり、たのしく」をモッ
トーに毎日過ごしてきました。
高子ひとみ所長（以下高子）：
　たんぽぽ中央は、平成２５年６月
に岩沼の中心市街地に、商店街活性
化の一助になりたいという想いを
込めてオープンしました。同じ岩沼
でも中心市街地での通所介護の運
営は初めてで、利用者さんの暮らし
方なども矢野目地区とは違ってお
り、戸惑うことが多くありました。
それでも地域の方々やケアマネー
ジャーの皆さんに支えられた半年
だと思います。ゼロからのスタート
でまだ半年ですから、これからもっ
ともっと地域のみなさんに利用し
ていただける施設にしていかなく
てはなりませんね。
阿留多伎：今の施設運営から見えて

きた課題や、そこ
から取り組んで
いくテーマはど
のように考えて
いるのでしょう。
櫻井：利用者さん
の中で（東日本大
震災の）被災者の

方々は１／３ぐらい。自宅を再建さ
れた方もだいぶ出てきましたが、震
災を契機に家族としての形態は変
わってきたように思います。玉浦地
区の人口は減っていくし、高齢者も
増えていくだろうと思います。農業
を営む方も減少し、中心市街地と同
じように、一人暮らしの高齢者世帯
が増えていきます。それにもまし
て、たんぽぽに来ていただく利用者
さん一人一人の想いを大切に、笑顔
で過ごしていただく環境を提供す

ることは基本だと思ってい
ます。
古山：絆は、介護度は３つの
施設の中では一番高いです
ね。利用者さんの体調変化は
大きいので、一人一人に気を
配って介護をしていかなけ
ればいけません。その基本的
な部分は大切にし、その上で
利用者さんの家族ともコ
ミュニケーションをしっかりと取っ
て信頼関係を築くことが重要だと感
じています。
阿留多伎：それは、利用者さんや家族の
方々の安心感につながりますね。
たんぽぽ中央さんは、いかがでしょ
うか。
高子：今、一人暮らしの方や老夫婦世
帯の方も来所いただいております。
小規模ということもありますので、
昼食は利用者さ
ん一人一人に気
を配って「食べた
くない」と言われ
たものは別なも
のに替えるなど、
おいしく食べて
いただける食事
に気を配っております。ケアについ
ても、より柔軟な対応を心がけない
といけないなあと感じています。利
用者さんには、医療的な配慮が必要
な方もいらっしゃいますので、一人
一人に丁寧に寄り添うということ
は最も重要だと考えています。
阿留多伎：福祉・介護の施設に対し
て客観的な立場から評価する仕組
みが宮城県第三者評価基準として
あります。デイサービスとして審査
を受ける義務はありませんが、利用
される方からも信頼や安心を受け
るには大切な取り組みだと思いま
すが、そのような仕組みを利用して
サービスの質を高めていく取り組
みに挑戦していますよね。
櫻井：はい、宮城県福祉サービス第
三者評価を受けながら介護サービ
スの質を高めていきます。

　時代とともにいろいろな流れや感
覚はかわっていくものです。変えて
いけないものは理念だと思います。
社会をしっかり見極めて取り組ん
でいきたいと思います。現場で必要
な対応力については利用者さんの
目線で取り組まなければいけませ
んからそのサービスの品質につい
て、基準になるような解釈をしっか
り学んで自分たちのサービスにつ
なげていけるように取り組んでい
きたいと思います。
阿留多伎：評価基準に載らないもの
でも、大切にしていくことはある。
櫻井：基準だけではとどまらないこ
とを、利用者目線で行動できる柔軟
性は必要だと思います。
　ただ、たんぽぽとしての基準をス
タッフ全員が理解して行動できるよ
うな基準づくりは必要ですね。一人
一人のサービス品質の向上が、たん
ぽぽとして当たり前に行動できるよ
うなものにしていきたいですね。
阿留多伎：人の幸福度の尺度は難し
いものですが、経済を超える基準が
あることは重要です。利用者さんに
とって幸せである価値観を表現で
きるような基準作りができるとい
いですね。
最後に、今年の抱負をお願いします。
櫻井：小さなことから一つ一つ継続
してやり遂げること。そして、人が財
産ですから、“人財育成”はスタッフ
のみなさんと利用者さんやその家族
のみなさんと共に、しっかりと育て
ていける施設にしたいですね。
　地域のニーズを的確に捉え、皆様
から愛されるように、宮城県第三者
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▲櫻井容子所長

▲高子ひとみ所長

▲古山真理子所長

▲たんぽぽホームページトップ

▲常に活気溢れる施設内 ▲料理パーティーの様子 ▲運動会イベントの様子

▲絆ホームページトップ ▲たんぽぽ中央ホームページトップ

評価基準を念頭に置いたケアの提供
を行っていきたいと思います。
古山：デイサービス絆は少ないス
タッフで経験を積んできたので、結
束は強いと思います。ただ、なれ合い
になることで気
づきが遅れるこ
ともあるので、一
人一人がステッ
プアップできる
ような環境を作
り、利用者さんに
より高い品質の
サービスを提供できるようにして
いきたいですね。
　利用者の状態も様々ですので、柔
軟に対応しながらそれらを状況に

応じて組み合わせられるようにプ
ログラム化できることが必要だと
感じています。
高子：開設して半年が経ちました
が、今は「１つ１つの階段を上って
いる途中」という感覚です。
　１段昇るごとに、たくさんの出逢
いと教えられる事ば
かりです。感謝の想い
を形にと、“たんぽぽ中
央”の施設スペースを
週末は地域の方々に
開放して、地域の活気
と共に歩んでいける
デイサービスを作り
上げていきたい、と
思っています。

阿留多伎：たんぽぽのノウハウを伝
えられる福祉教本や介護学校のよう
なプログラムが作れると、地域にも
役立つものになりそうですね。
今年のたんぽぽの活動に、ますます
期待していますし、私も応援します。
　本日は有り難うございました。

理念
～わたしたちがめざすもの～

基本方針基本方針

一 .私たちは、
笑顔と元気で一人ひとりの人生に
共歓する「やすらぎの場」を創ります。

一 .私たちは、
心豊かな介護をとおし、「家族の絆」を
深め合う地域福祉に貢献します。

一 .私たちは、
純情な心をもち愛深き「喜働の仲間」
としてあゆみ続けます。

1．利用者様の立場に立った介護を提供します。
一人ひとり生きてきた人生に副いながら、今の「時」を大切に温かな「心の介護」を提供します。
心と身体の障害を少しでも克服できるように、温かな目と技で健康管理と予防介護を行います。

2．心のふれ合いを大切にし、地域交流を積極的に行い、利用者様の輪を広げます。
地域との交流を深め、他人が他人を援け合う、ふれ合いある施設となり、地域と利用者・
家族との絆を深めます。

3．喜働の職場で一人ひとりの夢実現を目指します。
自分自身の行動に自信が持てる人。誰にでも親切な人。いつでも笑顔を絶やさない人。
人と比較するのではなく「今日の私は、昨日の私より成長している」と自信を持って
言える人。私たちは、職場の中で伴に人間的成長を図り、「夢」の実現をして行きます。

そ

ひと ひと たす

岩沼市矢野目地区を中心に多くの皆さま
に利用いただいている施設。毎月様々な
企画で利用者様
と楽しく元気に
過ごしている。
週末の金曜、土
曜、日曜はお泊
まりあり。

たんぽぽと同じ、矢野目地区で運営する
小規模デイサービス。介護度の高い方も

多いが、スタッフ
の創意工夫でゆっ
たりと過ごせる空
間作りをしている。

岩沼市の中心商店街に開所したデイサー
ビス。地域の特性上、一人暮らしの利用
者さんもいるこ
とから、一人一人
に気を配った介
護を心がける。

検索岩沼　デイサービス絆 検索岩沼　たんぽぽ中央検索岩沼　デイサービスたんぽぽ

デイサービス たんぽぽ デイサービス 絆

各施設の特長と理念・基本方針

デイサービス たんぽぽ中央
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災を契機に家族としての形態は変
わってきたように思います。玉浦地
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増えていくだろうと思います。農業
を営む方も減少し、中心市街地と同
じように、一人暮らしの高齢者世帯
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ることは基本だと思ってい
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古山：絆は、介護度は３つの
施設の中では一番高いです
ね。利用者さんの体調変化は
大きいので、一人一人に気を
配って介護をしていかなけ
ればいけません。その基本的
な部分は大切にし、その上で
利用者さんの家族ともコ
ミュニケーションをしっかりと取っ
て信頼関係を築くことが重要だと感
じています。
阿留多伎：それは、利用者さんや家族の
方々の安心感につながりますね。
たんぽぽ中央さんは、いかがでしょ
うか。
高子：今、一人暮らしの方や老夫婦世
帯の方も来所いただいております。
小規模ということもありますので、
昼食は利用者さ
ん一人一人に気
を配って「食べた
くない」と言われ
たものは別なも
のに替えるなど、
おいしく食べて
いただける食事
に気を配っております。ケアについ
ても、より柔軟な対応を心がけない
といけないなあと感じています。利
用者さんには、医療的な配慮が必要
な方もいらっしゃいますので、一人
一人に丁寧に寄り添うということ
は最も重要だと考えています。
阿留多伎：福祉・介護の施設に対し
て客観的な立場から評価する仕組
みが宮城県第三者評価基準として
あります。デイサービスとして審査
を受ける義務はありませんが、利用
される方からも信頼や安心を受け
るには大切な取り組みだと思いま
すが、そのような仕組みを利用して
サービスの質を高めていく取り組
みに挑戦していますよね。
櫻井：はい、宮城県福祉サービス第
三者評価を受けながら介護サービ
スの質を高めていきます。

　時代とともにいろいろな流れや感
覚はかわっていくものです。変えて
いけないものは理念だと思います。
社会をしっかり見極めて取り組ん
でいきたいと思います。現場で必要
な対応力については利用者さんの
目線で取り組まなければいけませ
んからそのサービスの品質につい
て、基準になるような解釈をしっか
り学んで自分たちのサービスにつ
なげていけるように取り組んでい
きたいと思います。
阿留多伎：評価基準に載らないもの
でも、大切にしていくことはある。
櫻井：基準だけではとどまらないこ
とを、利用者目線で行動できる柔軟
性は必要だと思います。
　ただ、たんぽぽとしての基準をス
タッフ全員が理解して行動できるよ
うな基準づくりは必要ですね。一人
一人のサービス品質の向上が、たん
ぽぽとして当たり前に行動できるよ
うなものにしていきたいですね。
阿留多伎：人の幸福度の尺度は難し
いものですが、経済を超える基準が
あることは重要です。利用者さんに
とって幸せである価値観を表現で
きるような基準作りができるとい
いですね。
最後に、今年の抱負をお願いします。
櫻井：小さなことから一つ一つ継続
してやり遂げること。そして、人が財
産ですから、“人財育成”はスタッフ
のみなさんと利用者さんやその家族
のみなさんと共に、しっかりと育て
ていける施設にしたいですね。
　地域のニーズを的確に捉え、皆様
から愛されるように、宮城県第三者
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▲櫻井容子所長

▲高子ひとみ所長

▲古山真理子所長

▲たんぽぽホームページトップ

▲常に活気溢れる施設内 ▲料理パーティーの様子 ▲運動会イベントの様子

▲絆ホームページトップ ▲たんぽぽ中央ホームページトップ

評価基準を念頭に置いたケアの提供
を行っていきたいと思います。
古山：デイサービス絆は少ないス
タッフで経験を積んできたので、結
束は強いと思います。ただ、なれ合い
になることで気
づきが遅れるこ
ともあるので、一
人一人がステッ
プアップできる
ような環境を作
り、利用者さんに
より高い品質の
サービスを提供できるようにして
いきたいですね。
　利用者の状態も様々ですので、柔
軟に対応しながらそれらを状況に

応じて組み合わせられるようにプ
ログラム化できることが必要だと
感じています。
高子：開設して半年が経ちました
が、今は「１つ１つの階段を上って
いる途中」という感覚です。
　１段昇るごとに、たくさんの出逢
いと教えられる事ば
かりです。感謝の想い
を形にと、“たんぽぽ中
央”の施設スペースを
週末は地域の方々に
開放して、地域の活気
と共に歩んでいける
デイサービスを作り
上げていきたい、と
思っています。

阿留多伎：たんぽぽのノウハウを伝
えられる福祉教本や介護学校のよう
なプログラムが作れると、地域にも
役立つものになりそうですね。
今年のたんぽぽの活動に、ますます
期待していますし、私も応援します。
　本日は有り難うございました。

理念
～わたしたちがめざすもの～

基本方針基本方針

一 .私たちは、
笑顔と元気で一人ひとりの人生に
共歓する「やすらぎの場」を創ります。

一 .私たちは、
心豊かな介護をとおし、「家族の絆」を
深め合う地域福祉に貢献します。

一 .私たちは、
純情な心をもち愛深き「喜働の仲間」
としてあゆみ続けます。

1．利用者様の立場に立った介護を提供します。
一人ひとり生きてきた人生に副いながら、今の「時」を大切に温かな「心の介護」を提供します。
心と身体の障害を少しでも克服できるように、温かな目と技で健康管理と予防介護を行います。

2．心のふれ合いを大切にし、地域交流を積極的に行い、利用者様の輪を広げます。
地域との交流を深め、他人が他人を援け合う、ふれ合いある施設となり、地域と利用者・
家族との絆を深めます。

3．喜働の職場で一人ひとりの夢実現を目指します。
自分自身の行動に自信が持てる人。誰にでも親切な人。いつでも笑顔を絶やさない人。
人と比較するのではなく「今日の私は、昨日の私より成長している」と自信を持って
言える人。私たちは、職場の中で伴に人間的成長を図り、「夢」の実現をして行きます。

そ

ひと ひと たす

岩沼市矢野目地区を中心に多くの皆さま
に利用いただいている施設。毎月様々な
企画で利用者様
と楽しく元気に
過ごしている。
週末の金曜、土
曜、日曜はお泊
まりあり。

たんぽぽと同じ、矢野目地区で運営する
小規模デイサービス。介護度の高い方も

多いが、スタッフ
の創意工夫でゆっ
たりと過ごせる空
間作りをしている。

岩沼市の中心商店街に開所したデイサー
ビス。地域の特性上、一人暮らしの利用
者さんもいるこ
とから、一人一人
に気を配った介
護を心がける。

検索岩沼　デイサービス絆 検索岩沼　たんぽぽ中央検索岩沼　デイサービスたんぽぽ

デイサービス たんぽぽ デイサービス 絆

各施設の特長と理念・基本方針

デイサービス たんぽぽ中央
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新春座談会

たんぽぽライフ研究所

たんぽぽ
ライフ
50 歳からの介護と
シニアライフ研究

阿留多伎教授　（以下敬称省略）：
　明けましておめでとうございます。
本日は、2014 年の新しい年を迎え
まして岩沼の地域で活躍されてい
るデイサービスたんぽぽ、絆、たん
ぽぽ中央の各管理者の方々にお集ま
りいただきまして、昨年を振り返り、
新年への豊富や地域への想いをお話
しいただければと思っております。
よろしくお願いします。
　まずは、各所長の皆様から昨年を
振り返ってみて一言お願いします。

櫻井容子所長（以下櫻井）：
　デイサービスたんぽぽの櫻井です。
デイサービスたんぽぽは、岩沼市の
東部、矢野目地区で運営している通
常規模のデイサービスです。
昨年は地域の皆様からのご支援も
あり、順調に利用者さんが増えてき
ました。スタッフもその対応に大変
になっています。
　たんぽぽの利用者さんは元気な
方が多く、その分要望も多様で、そ
れらにお応えしていくのに今まで

のやり方では足
りない事も出て
きました。その
状況も踏まえ
て、1人１人ニー
ズに合ったケア
を提供していく
事が責務と考え
ています。
古山真理子所長（以下古山）：
　デイサービス絆の古山です。
絆は、平成25年 5月に小規模デイ

vol.9
〒989-2421
岩沼市下野郷字北谷地174番2
tel .0223-24-6517
fax.0223-24-6577
http://tannpopo.info/
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2014年1月

～地域福祉とデイサービスの存在感～

デイサービスたんぽぽ、絆、たんぽぽ中央が目指す場所

座談会出席者／たんぽぽ 所長　櫻井 容子・絆 所長　古山 真理子・たんぽぽ中央 所長　高子ひとみ
司会進行／尚絅学院大学生活環境学科 教授 　阿留多伎 眞人

2014 年の幕が開け、新しい１年のスタートを迎えることができました。
今年は、ソチオリンピックやサッカーのワールドカップも開催され、社会は忙しくも賑やかな１年になりそうです。
そんな年の新春に、地域に根ざしたデイサービスを運営してきた、たんぽぽ・絆・たんぽぽ中央の各管理者に、今年に
かける想いを話す新春座談会を開催。各々の施設が目指すデイサービスへの想い、取り組みへの抱負を語っていただきました。

〒989-2421　岩沼市下野郷字北谷地174番2
tel.0223-24-6517  fax.0223-24-6577　http://tannpopo.info/

編集／たんぽぽライフ研究所
発行／株式会社 志鴛（しおん）

　明けましておめでとうございます。
昨年中は、地域の方々を始め多くの
皆さまにご支援を賜りました事、心
から感謝申し上げます。ありがとう
ございました。今年も変わらぬご愛
顧の程、新年にあたりよろしくお願
い申し上げます。
　さて、早いもので震災から３年が
経ちました。地域は今、大きく変化し
ようとしています。私の生まれ育っ
た故郷は津波がすべてを持ち去り、
今は原っぱになっています。
　私は昭和 30 年の生まれです。
その頃の事を良く思い出します。
米作農家の田舎生まれですので、
都会の同世代の方々とはだいぶかけ
離れた想い出です。
　自給自足でしたので、米が生み出
すもの総てが生活の糧でした。特に
ワラは「むしろ」や縄になり、五右衛
門風呂の焚き付けになりました。
ワラ布団に寝た記憶もあります。

　母が暗く寒い納屋でむしろ織り
をしている姿が想いだされます。
　今は無い故郷の面影…心の中に
いつまでも残る原風景です。
　あの頃の老人介護は家族が多かっ
たけれども女達の務めでした。紙オ
ムツなどはなく古い浴衣着をおろし
た布オムツでした。納戸という家の
中でも暗い北部屋のワラ布団で寝て
いた方も多くいました。ワラ布団な
ら失禁で汚れた布団も安易に再生で
きたからです。脳卒中で倒れた方を
この辺では「あの人、たがったんだで
や」と言っていました。今思えば差別
用語のように聞こえます。
　平成 12 年に介護保険法が制定さ
れてから、介護は他人の手に委ねら
れる事が多くなりました。何かが満
たされ、何かが失われた気がします。
　現在、65歳以上の高齢者は 4人
に一人となりました。日本は 2010
年の統計で健康寿命が女性 73.62

才、男性 70.42 才で、これも世界で
トップクラスです（2012 年厚生労
働省発表）。65 歳から年金が受給さ
れることもあり、職を持たない方々
が多くいます。
　健康寿命から言えば女性は８年、
男性は身体的に５年間は働くこと
が可能です。また、自分の老後を思
案する時間を持つことが可能です。
　今年の「たんぽぽライフ研究所」
は地域の介護を考える一助になる
ために、昔から過ごした地域の仲間
達と「自分たちの未来を創る」一歩
を踏み出したいと考えています。
　誰しもが感じるであろう、将来の
自分の老いについて「想いを形」に
出来るような地域コミュニティ創
りを私たちは提案して参ります。
　皆さまのご指導、ご助言を賜われ
れば幸いです。
　今年もどうぞよろしくお願い申
し上げます。

～新春のご挨拶～

「自分たちの未来を創る」一歩を踏み出したい

　現在デイサー
ビスたんぽぽ、
絆、たんぽぽ中
央様で取り組ん

でいる福祉サービス第三者評価は、
事業所の質の向上を図るため客観的
視点で評価し、公表することが目的
です。介護事業所として利用者さん
を受け入れるための基本的なことを
クリアし、優良な環境提供ができて
いることを社会的に公平な立場の視
線で評価をいただきますから、提供
されるサービス品質として安心を提
供します。これは地域連携において
も信頼を得られることになります。
　この評価は、外部に対するメリッ
トだけでなく、事業所内にも大きな
メリットが生まれます。事業所自体

のサービス提供に改善点はないか？
改善に向けた取り組みがなされてい
るか？維持継続のための体制はどの
ようになっているのか？振り返りの
きっかけにもなると考えます。
　また現在、この取り組みと並行し
て、マニュアルの整備、人事評価制
度の導入、教育体制の確立、内外部
研修、事業所管理などワーキンググ
ループごとに実践しておりますが、
県内の福祉関係事業所でこれだけの
大規模な取り組みをされているとこ
ろは本当に少ないのが現状です。
　職員の方々も、日常業務の忙しい
中の活動で大変かと思いますが、「ス
キルアップするために自分の振り返
りの時間をいただいている」と考え、
ご理解とご協力をいただければと思

います。一人ひとりの成果は必ず見
ていてくれる人がいます。その力は
束となって事業所の評価に繋がり、
自分にも必ず返ってきます。
　皆が心一つにして取り組むこと
が、どの目線からも信頼を勝ち得る
大きな糧になります。まだまだ過程
の状態ですが、地域の皆様、関係者
の方々、そしてご利用者の方々のお
声も大切にしながら、進めていただ
きたいと思っております。
　「ここで働けて本当によかった」
「たんぽぽに来る日がいつも待ち遠
しい」「たんぽぽは他と違うね」と言
われる企業をめざし、単なる評価で
はなく、当たり前にできていること
を見ていただくという観点で取り組
んでまいりたいと思います。

“デイサービスたんぽぽ”の取り組みを支援して
一般社団法人日本医療接遇協会　迫中 都

　　　　たんぽぽライフ研究所　所長　櫻井 容子

▲阿留多伎教授
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